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わが
を
語
る

市
財
政
健
全
化 

推
進
プ
ラ
ン
の
策
定

　
「
今
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
抜
本
的

な
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
釧
路
市
の

未
来
は
な
い
」

　

平
成
22
年
８
月
、
私
は
連
日
開
催
し

た
住
民
説
明
会
の
席
で
、「
釧
路
市
土
地

開
発
公
社
」
お
よ
び
「
株
式
会
社
釧
路
振

興
公
社
」
が
抱
え
る
巨
額
の
負
債
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
し
、
未
曽
有
の
財
政
危
機

を
克
服
す
る
強
い
決
意
を
示
し
な
が
ら
、

財
政
健
全
化
推
進
の
取
り
組
み
に
対
す

る
理
解
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
」
の

活
用
に
よ
り
こ
の
２
つ
の
公
社
を
解
散
・

清
算
す
る
と
と
も
に
、
恒
常
的
な
財
政

収
支
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
釧
路
市

は
「
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
22
年
度
お
よ
び

平
成
23
年
度
に
発
行
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
償
還
が
終
了
す

る
平
成
38
年
度
ま
で
の
累
積
収
支
不
足

見
込
み
額
約
２
６
５
億
円
の
解
消
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
市
民
や
市
職
員
の

痛
み
を
伴
う
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
策
定
に

よ
っ
て
、
釧
路
市
財
政
に
と
っ
て
長
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
両
公
社
の「
土
地
問
題
」の

抜
本
的
解
決
へ
の
道
筋
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

釧
路
市
土
地
開
発
公
社
は
平
成
23
年

３
月
に
、
釧
路
振
興
公
社
は
11
月
に
清

算
結
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、「
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
」の
確

実
な
実
行
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
著
し
い
進
展
や

厳
し
い
経
済
環
境
な
ど
を
背
景
と
す
る

危
機
的
な
財
政
状
況
を
克
服
す
る
た
め

に
は
、
と
も
す
れ
ば
前
例
踏
襲
型
に
な

り
が
ち
な
市
政
運
営
に
都
市
経
営
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
本
市
で
は
釧
路
公
立
大
学
地
域

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
と

し
て
「
釧
路
市
都
市
経
営
戦
略
会
議
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
戦
略
会
議
に
は
私
自

身
が
議
長
と
し
て
参
加
し
、
座
長
役
は

地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る

小
磯
修
二
学
長
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
議
メ
ン
バ
ー
に
は
地
方
行
財
政
を

専
門
と
す
る
有
識
者
５
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
約
８
カ
月
に
わ
た
る
集
中
的
な

議
論
を
経
て
、「
釧
路
市
の
都
市
経
営
の

あ
り
方
に
関
す
る
提
言
書
」
を
取
り
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
市
で
は
こ
の

提
言
を
受
け
て
都
市
経
営
戦
略
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

都
市
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
、

改
革
の
進
捗
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、

そ
の
結
果
を
市
民
に
示
し
な
が
ら
「
市
役

所
は
こ
う
変
わ
っ
た
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
し
続
け
ら
れ
る「
ス
ピ
ー
ド
感
」を

持
っ
た
取
り
組
み
に
あ
り
、
計
画
策
定

を
待
た
ず
に
速
や
か
に
実
施
す
る
先
行

取
り
組
み
項
目
と
提
言
を
踏
ま
え
た
各

課
の
自
主
的
な
取
り
組
み
項
目
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
行
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
と
協

働
し
て
行
う
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報

の
検
証
や
行
政
評
価
の
決
算
・
予
算
へ
の

連
携
な
ど
７
つ
の
施
策
に
取
り
組
み
始

め
て
い
ま
す
。
特
に
人
口
が
減
少
し
、
未

利
用
や
低
稼
働
と
な
る
公
共
施
設
の
多

く
が
老
朽
化
し
、
今
後
、
大
規
模
修
繕

な
ど
多
額
の
維
持
更
新
費
用
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
施
設
所
管
ご
と
の
管
理

か
ら
施
設
機
能
に
応
じ
た
分
野
で
一
元
管

理
を
行
う
公
有
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
、
公

共
施
設
の
保
有
最
適
化
に
は
全
庁
的
な

体
制
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
税
、
国
保
料
な
ど
の
未
収

金
に
つ
い
て
は
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
債
権
の
回
収
手
法
に
お
い

て
各
課
の
取
り
扱
い
が
一
元
化
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
全
庁
的
な
観
点
で
の
取
り
扱

い
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
財
務
、
税
務
、
法
務
お
よ

び
企
画
部
門
の
連
携
に
よ
り
、
市
長
直

属
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
未
収

金
対
策
を
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
、
公

債
権
は
も
と
よ
り
私
債
権
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
都
市
経
営
の
取
り
組
み
の
背

景
に
は
、
地
域
や
行
政
が
人
口
減
少
に
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
量
的

な
成
長
拡
大
を
ベ
ー
ス
に
し
て
き
た
発
想

か
ら
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
生
か
す 

ま
ち
づ
く
り

　

釧
路
港
は
平
成
23
年
５
月
「
国
際
バ
ル

ク
戦
略
港
湾
」
と
し
て
穀
物
を
担
う
全
国

５
港
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
釧
路
港
が
世
界
に
連
な
る
太
平
洋
に

面
し
、
輸
入
先
で
あ
る
北
米
に
航
路
が

至
近
で
あ
り
、
さ
ら
に
国
内
の
食
料
供

給
機
能
を
担
う
十
勝
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
釧

路
・
根
室
圏
域
の
東
北
海
道
を
後
背
地

に
持
つ
地
理
的
特
性
か
ら
、
戦
略
的
な

役
割
を
担
い
国
際
競
争
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
国
間
の
環
境
条
約
で
先
駆

的
な
役
割
を
担
う
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
国

内
登
録
湿
地
第
1
号
で
あ
る
釧
路
湿
原

国
立
公
園
は
、
同
条
約
第
５
回
締
約
国

会
議
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
「
賢
明
な
利

用（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）」を
世
界
に
発
信
し
、

湿
地
の
持
つ
資
源
の
継
続
的
な
利
用
を
広

め
ま
し
た
。「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」「
マ
リ
モ
」
の

天
然
記
念
物
が
生
息
し
、
生
物
の
多
様
性

に
優
れ
た
阿
寒
国
立
公
園
を
は
じ
め
本

市
で
は
山
岳
、
森
林
、
湖
沼
、
河
川
、
海

浜
な
ど
多
彩
な
自
然
と
、
地
域
の
資
源
を

生
か
す
水
産
業
、
酪
農
業
、
林
業
、
石

炭
鉱
業
、
製
紙
産
業
な
ど
厚
み
の
あ
る
産

業
が
地
域
経
済
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
「
涼
し
い
く
し
ろ
で
避
暑
生

活
」
と
銘
打
っ
た
平
成
23
年
夏
の
二
地
域

居
住
に
は
、
８
月
の
平
均
最
高
気
温
21
・

７
℃
の
釧
路
の
涼
し
さ
が
首
都
圏
の
人

気
を
呼
び
、
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
受

け
入
れ
滞
在
日
数
は
例
年
の
３
倍
を
超

す
延
べ
４
５
０
０
日
を
記
録
し
、
全
道
ナ

ン
バ
ー
１
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
、
優
れ
た
人
材
、
長
年

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
に
蓄
積
さ

れ
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
こ
れ
ら
地
域
の

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
明
る
い

未
来
は
必
ず
や
開
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

釧く

し

ろ路
市（
北
海
道
）

釧
路
市
長
　
蝦え

び

な名
大ひ

ろ

や也

行
政
管
理
か
ら
都
市
経
営
へ

北海道を代表する観光地、阿寒国立公園「阿寒湖」

ラムサール条約の国内登録湿地第1号
「釧路湿原国立公園」

◆ 

面
積　
　

１
３
６
２
・
75
㎢

◆ 

人
口　
　

18
万
３
６
３
３
人

◆ 

世
帯
数　

９
万
３
９
０
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
環
境
・
交
流
都
市
「
釧
路
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
２
つ
の
国
立
公
園
を
は
じ

め
と
す
る
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
東
北

海
道
の
拠
点
都
市
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文

化
の
中
心
的
な
機
能
を
担
う
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
11
日　

釧

路
市
、
阿
寒
町
、
音
別
町
に
よ
る
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕炉
端
焼
き
、蕎
麦
、釧
路
ラ
ー
メ
ン
、

釧
路
し
し
ゃ
も
、
釧
路
定
置
ト
キ
シ
ラ
ズ
、サ

ン
マ
、
釧
路
発
祥
ザ
ン
ギ
、
地
酒
、エ
ゾ
鹿
肉
、

鯨
肉
、
阿
寒
や
き
と
り
丼
、
蕗
な
ど
山
菜

〔
観
光
〕
釧
路
市
湿
原
展
望
台
、
釧
路
市
動

物
園
、
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園
、
マ
リ
モ

展
示
観
察
セ
ン
タ
ー
、
阿
寒
湖
ア
イ
ヌ
シ

ア
タ
ー
「
イ
コ
ロ
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
釧
路
湿
原
マ
ラ
ソ
ン
、
く
し

ろ
霧
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
く
し
ろ
港
ま
つ

り
、
く
し
ろ
市
民
北
海
盆
踊
り
、
釧
路
大
漁

ど
ん
ぱ
く

釧路市長

蝦名大也

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

札幌市

釧路市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
の
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
対
し
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

尊
い
お
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

茂
原
市
の
沿
革
と
特
色

　

茂
原
市
で
は
、
土
木
工
事
が
行
わ
れ

た
と
き
な
ど
、
鯨
の
化
石
や
貝
殻
が
発

掘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
茂
原
貝
塚
」
と
呼
ば
れ
、
数
万
年
前
ま

で
は
海
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
、
茂
原
の
地
は
「
藤
原

黒
麻
呂
」
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
藤
原
氏

の
荘
園
と
な
っ
た
「
藻そ

う
げ
ん原
荘
」
は
寛
平
２

年
（
西
暦
８
９
０
年
）
に
奈
良
の
興
福
寺

に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
藻
原
寺
が
建
立

さ
れ
る
な
ど
、
文
献
な
ど
か
ら
鎌
倉
や

京
都
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
特
に
大
き
な
戦
乱
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
安
定
し
た
発

展
を
続
け
、
江
戸
時
代
に
は
本
納
地
区

で「
１
」と「
６
」の
日
に
開
催
す
る
市い

ち

と
、

茂
原
地
区
で「
４
」と「
９
」の
日
に
開
催

さ
れ
る
市い

ち

の
六ろ

く
さ
い
い
ち

斉
市
が
開
か
れ
、
山
間

部
と
海
岸
地
帯
の
接
点
に
当
た
る
茂
原
・

本
納
は
市
場
的
要
素
が
加
味
さ
れ
て
、

物
資
集
散
が
多
く
な
り
、
交
通
の
中
心

地
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

煙
の
な
い
工
業
都
市
茂
原

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
地
下
資
源
と

し
て
天
然
ガ
ス
が
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

初
期
に
は
家
庭
用
の
灯
火
と
し
て
使
わ

れ
始
め
、
次
第
に
燃
料
、
動
力
、
さ
ら

に
は
工
業
用
原
料
に
も
活
用
さ
れ
、
昭

和
に
入
る
と
大
工
場
の
進
出
を
見
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
天
然
ガ
ス
は
、
電
子
管
工
場
、

化
学
工
場
の
誘
致
の
源
と
な
り
、
茂
原

は
「
煙
の
な
い
工
業
都
市
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
市
制
を
施
行
し
、
昭

和
47
年
に
は
隣
接
の
本
納
町
と
合
併
、

今
で
は
人
口
９
万
２
０
０
０
人
余
の

九
十
九
里
地
域
最
大
の
都
市
と
な
り
、

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し

て
発
展
を
続
け
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

最
大
の
イ
ベ
ン
ト 

“
茂
原
七
夕
ま
つ
り
”

　

今
で
は
本
市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

定
着
し
た
「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
多

く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
茂
原
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
平
成
23
年
は
「
と
ど
け

元
気
・
と
ど
け
願
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
被
災
地
復
興
を
願
っ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
電
力
供
給
や
安
全
対
策

に
配
慮
し
、
時
間
を
短
縮
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
68
万

人
余
の
観
光
客
が
訪
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

茂
原
七
夕
ま
つ
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
モ
バ
り
ん
」
の
お
披
露
目
式

を
実
施
し
た
ほ
か
、
茂
原
市
役
所
脇
を

流
れ
る「
豊
田
川
」の
一
部
を
愛
称「
天
の

川
」
と
命
名
し
、
川
の
両
端
に
竹
飾
り
を

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
の
周
辺
の
壁

に
、
七
夕
に
ち
な
ん
だ
壁
画
を
市
内
高

校
生
に
制
作
し
て
い
た
だ
き
、
お
祭
り

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
夕
方
に
は
、

竹
を
短
く
切
っ
た
も
の
を
大
量
に
川
辺

に
並
べ
、
そ
の
中
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

し
、
と
て
も
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
醸
し

出
さ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
市
に
と
っ
て
地
域

を
Ｐ
Ｒ
す
る
名
産
品
が
乏
し
か
っ
た
こ
と

か
ら「
七
夕
の
郷
・
茂
原
」の
新
名
物
と
し

て
「
七
夕
ま
つ
り
最
中
」「
五
色
の
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」「
天
の
川
ロ
ー
ル
」「
七
夕
星
せ
ん

べ
い
」な
ど
七
夕
に
ち
な
ん
だ
４
つ
の「
茂

原
謹
製
銘
菓
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
市
内
の
老
舗
や
新
進
気
鋭
の
ス

イ
ー
ツ
店
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
も
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
中
に
大
試
食
会
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
大
変
好
評
で
あ
り
、
本
市
を
訪
れ

る
方
々
に
お
勧
め
し
た
い
一
品
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
佳
境
は
「
も
ば
ら
阿
波
お

ど
り
」
と
「
ち
ば
Y
O
S
A
K
O
I
・
夏

の
陣
」
で
す
。「
も
ば
ら
阿
波
お
ど
り
」
は

市
内
企
業
・
団
体
な
ど
の
10
連
が
駅
周

辺
を
練
り
歩

き
、
観
客
と
踊

り
手
が
一
体
感

に
包
ま
れ
る

「
七
夕
ま
つ
り
」

に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
の
一
つ

と
な
っ
て
お
り

ま
す
。「
ち
ば

Y

 

O

 

S

 

A

 

K

 
O
 

I
・
夏
の
陣
」
は
、
イ
ベ
ン
ト
最
終
日
に

行
わ
れ
、
12
チ
ー
ム
約
５
０
０
人
も
の

方
々
が
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踊
り

を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
茂
原

　

平
成
32
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る「
後

期
基
本
計
画
」
が
平
成
23
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
「
す
べ
て
の
市
民
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
茂
原
」
の
実
現
の

た
め
、
教
育
文
化
・
健
康
福
祉
・
生
活

環
境
・
都
市
基
盤
・
産
業
振
興
・
市
民

自
治
の
６
本
の
柱
に
沿
っ
て
総
合
的
に

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
る
「
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
に
は
、
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
開
通
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
つ
の
国
際
空
港

（
成
田
空
港
・
羽
田
空
港
）
に
、
そ
れ
ぞ

れ
約
１
時
間
で
到
達
で
き
る
こ
と
か
ら
、

産
業
・
経
済
・
流
通
・
医
療
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
地
域
発
展

の
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
併
せ

て
、
大
規
模
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
や

物
資
輸
送
な
ど
で
も
、
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
完
成
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
然
ガ
ス
を
採
取
す
る
と
き

に
産
出
さ
れ
る「
ヨ
ウ
素
」（
日
本
は
世
界

第
２
位
の
生
産
量
）
は
、
そ
の
大
部
分
が

千
葉
県
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
茂

原
市
が
大
き
な
生
産
拠
点
で
す
。「
ヨ
ウ

素
」は
、
エ
ッ
ク
ス
線
造
影
剤
や
抗
菌
剤
・

触
媒
・
液
晶
用
偏
光
フ
ィ
ル
ム
な
ど
幅
広

い
用
途
で
使
わ
れ
、
か
ん
水
か
ら
併
産
さ

れ
る
フ
ル
ボ
酸
な
ど
も
、
新
し
い
産
業
分

野
に
お
い
て
応
用
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
地
下
資
源
で
す
。

　

今
後
は
、
圏
央
道
が
開
通
し
、
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
連
動
す
る
こ
と
で
、

首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
り
、

ま
た
、
豊
富
な
地
下
資
源
が
埋
蔵
さ
れ

て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
を
最
大
限
に

生
か
し
て
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
や
人

口
増
加
策
へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り
、
電

力
供
給
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
九
十
九
里
地

域
の
地
下
に
大
量
に
眠
る
天
然
ガ
ス
を

利
用
し
た
、
電
力
の
地
産
地
消
と
い
う

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
「
産
・
学
・
官
」

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
幅
広
く
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

茂も

ば

ら原
市（
千
葉
県
）

茂
原
市
長
　
田た

な

か中
豊と

よ
ひ
こ彦

人
・
自
然
・
文
化
の

「
共
生
」と「
共
創
」を
目
指
し
て

夏の風物詩「茂原七夕まつり」

豊富な地下資源「天然ガス」

茂原七夕まつり
マスコットキャラクター「モバりん」

◆ 

面
積　
　

１
０
０
・
01
㎢

◆ 

人
口　
　

９
万
２
７
９
０
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
８
２
９
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を
は
ぐ

く
む
「
自
立
拠
点
都
市
」
も
ば
ら

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
温
暖
な
気
候
で
、
豊
富
な
天
然
ガ
ス

が
産
出
さ
れ
、
首
都
圏
の
１
時
間
弱
交
通
圏

域
内
と
い
う
立
地
条
件
を
生
か
し
、
農
業
・

商
業
・
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
都
市

〔
特
産
品
〕
ネ
ギ
・
イ
チ
ゴ
・
米
・
茂
原
謹
製

銘
菓

〔
観
光
〕
茂
原
公
園
（
日
本
さ
く
ら
名
所

１
０
０
選
）、
藻
原
寺
、
レ
イ
ク
ウ
ッ
ズ

ガ
ー
デ
ン
「
ひ
め
は
る
の
里
」、
茂
原
牡
丹

園
、
服
部
農
園
あ
じ
さ
い
屋
敷
、
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
、

旬
の
里
ね
ぎ
ぼ
う
ず
、
六ろ
く
さ
い
い
ち

斉
市

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
茂
原
七
夕
ま
つ
り
（
関
東
３

大
七
夕
ま
つ
り
）、
茂
原
桜
ま
つ
り
、
茂
原

秋
ま
つ
り

茂原市長

田中豊彦

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

千葉市

茂原市
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わが
を
語
る

市
南
大
阪
の
玄
関
口

　

松
原
市
は
、
大
阪
府
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
北
は
大
阪
市
、
西
は
堺
市
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
大
阪
都
心
部
か
ら

は
10
㎞
〜
20
㎞
圏
内
に
あ
り
、
鉄
道
で

は
近
鉄
南
大
阪
線
に
よ
り
阿
部
野
橋

駅
か
ら
河
内
松
原
駅
ま
で
約
10
分
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
高
速

道
路
、
西
名
阪
自
動
車
道
、
阪
和
自
動

車
道
、
近
畿
自
動
車
道
、
国
道
３
０
９

号
、
大
阪
中
央
環
状
線
な
ど
の
主
要
道

路
が
市
内
を
貫
通
し
、
南
大
阪
に
お
け

る
交
通
の
要
衝
地
で
あ
る
と
い
う
立

地
か
ら
南
大
阪
の
玄
関
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
そ
の
昔
、
温
和

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
本
市
域
は
、
１
万

年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
住
み

着
き
、
大
阪
湾
と
大
和
地
方
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
特
に

古
墳
時
代
に
は
、
大
和
王
権
の
大お

お
き
み王
の

宮
が
置
か
れ
た
り
、
巨
大
な
前
方
後
円

墳
が
築
か
れ
た
り
、
わ
が
国
最
古
の
官

道
が
通
る
な
ど
、
本
市
は
豊
か
な
歴
史

遺
産
を
持
つ
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、
本
市
は
、
先
人
た
ち
が
残
し
た

歴
史
遺
産
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
利
便

性
・
快
適
性
の
高
い
生
活
文
化
都
市
に

向
け
、
着
実
に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の 

認
証
取
得
へ

　

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
や
事

件
、
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
中
、
本
市

で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
最
重
点
施

策
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
災
害
避
難
場
所
と
し
て
、

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

を
府
内
で
も
先
駆
け
て
完
了
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
任
意

の
予
防
接
種
で
あ
る
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
半
額
助
成
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
行
政
が
主
導
す
る
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
や
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
取
り
組
み
を

進
め
て
こ
そ
、
真
の
安
心
・
安
全
が
実

現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
は
、「
日
本
一
安
心
・

安
全
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
大
阪
府
内

で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
推
奨
す
る

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
取
得
に

向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
取
得
の

取
り
組
み
は
、
事
故
や
け
が
な
ど
は

「
予
防
で
き
る
」と
い
う
理
念
の
下
、
事

故
や
犯
罪
な
ど
の
デ
ー
タ
を
科
学
的

に
検
証
す
る
こ
と
で
地
域
に
潜
む
危

険
性
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
、
人
と
人
と

の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に

は
、
何
と
言
っ
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
や

あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
と
の
よ
り
一
層
の

「
協
働
」が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
も
地
域

の
実
状
を
把
握
し
て
い
る
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
そ

の
行
き
届
か
な
い
部
分
を
行
政
が
補
完

し
て
い
く
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
協
働
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
「
新
た
な
協
働
」

で
、「
日
本
一
安
心
で
安
全
の
ま
ち
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

食
を
テ
ー
マ
に
し
た 

「
ま
つ
ば
ら
マ
ル
シ
ェ
」

　

市
内
企
業
や
農
業
者
に
本
市
の
食

品
や
農
畜
産
物
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
内
外
に
広

く
発
信
す
る
た
め
、「
食
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
地
産
地
消
フ
ェ
ア
「
ま
つ
ば
ら

マ
ル
シ
ェ
」
を
毎
年
11
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
農
商
工
の
連
携
に
加
え
、
産

学
官
が
一
つ
に
な
っ
て
開
催
す
る
こ

の
フ
ェ
ア
は
、
南
大
阪
最
大
級
の
規
模

を
誇
り
、
地
産
地
消
を
身
近
に
感
じ

取
っ
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
地
元
で
生

産
さ
れ
た
安
心
・
安
全
な
食
材
を
広
く

市
内
外
に
発
信
し
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
食
を
通
じ
て

市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
市
民
協
働
の
気
運
も
高
ま
り
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

挑
戦
し
続
け
る 

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

本
市
は
、
平
成
23
年
３
月
に
今
後
の

８
年
間
を
見
据
え
た
松
原
市
第
４
次
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
市
で

は
、
こ
の
８
年
間
を
将
来
の
松
原
を
切

り
開
く
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
本
市

が
持
つ
自
然
や
社
会
基
盤
な
ど
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
将

来
都
市
像
「
挑
戦
し
続
け
る　

元
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち　

ま
つ
ば
ら
」
の
実
現
に

向
け
、
ま
ち
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を

持
っ
て
、
常
に
挑
戦
す
る
心
意
気
で
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
と
し

て
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
は
価
値
あ
る
財
産
＝「
人
財
」

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
基

本
は
、
何
と
言
っ
て
も「
人
」で
す
。
私

は
、「
人
」
を
“
人
材
”
で
は
な
く
、
人

は
価
値
あ
る
財
産
で
あ
る
と
い
う
意

味
か
ら
“
人
財
”
と
し
て
と
ら
え
て
い

ま
す
。

　

市
民
も
議
会
も
行
政
も
皆
が
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
未
来
の
新
し
い
松
原
市

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
市
の
誇
る｢

人
財
の

力
」を
結
集
し
、
そ
の
力
を
も
っ
て「
地

域
力
」を
高
め
、「
日
本
一
安
心
・
安
全

の
ま
ち　

ま
つ
ば
ら
」
を
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
本
市
に
「
住
み
続
け
た
い
」「
住
ん

で
み
た
い
」
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

市
民
満
足
度
の
高
い
松
原
を
目
指
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
前
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

松ま
つ
ば
ら原
市（
大
阪
府
）

松
原
市
長
　
澤さ

わ

い井
宏ひ

ろ
ふ
み文

市
民
と
と
も
に
つ
く
る「
日
本
一
安
心
で

安
全
の
ま
ち
・
ま
つ
ば
ら
」を
目
指
し
て

交通の結節点「松原ジャンクション」

松原市マスコットキャラクター「マッキー」多くの人でにぎわう「まつばらマルシェ」

◆ 

面
積　
　

16
・
66
㎢

◆ 

人
口　
　

12
万
５
３
２
７
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
４
５
４
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
挑
戦
し
続
け
る　

元
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち　

ま
つ
ば
ら

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
近
畿
各
地
へ
の
高
速
道
路

が
つ
な
が
る
南
大
阪
の
玄
関
口
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
る
住
宅
都
市

〔
特
産
品
〕
金
網
、
印
材
、
真
珠
核
、
コ
マ
ツ

ナ
、
ネ
ギ
、
枝
豆

〔
観
光
〕
柴
籬
神
社
、
屯
倉
神
社
、
布
忍
神

社
、
松
原
市
民
ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ま
つ
ば
ら
マ
ル
シ
ェ
、
バ
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ま
つ
ば
ら
市
民
ま
つ

り
、
松
原
市
民
大
運
動
会
、
松
原
市
民
マ
ラ

ソ
ン
、
布
忍
神
社
万
灯
ろ
う
、
歯
神
社
祭

典
、
開
運
松
原
六
社
参
り

松原市長

澤井宏文

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大阪市

松原市
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わが
を
語
る

市
香
南
市
に
つ
い
て

　

香
南
市
は
、
高
知
県
の
中
東
部
に
位

置
し
、
南
は
太
平
洋
に
面
し
た
海
岸
線

が
約
10
㎞
あ
り
、
そ
の
一
部
は
県
指
定

の
自
然
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
北
は
四
国
山
地
の
一
部
で
、
山
々

の
豊
か
な
自
然
と
そ
の
山
を
源
流
と
す

る
河
川
が
下
流
域
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
の
中
央
部
に
は
、
農
地
と
住

宅
地
、
大
型
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
並
ぶ
商
業
地
域
が
あ
り
、
東
部

の
山
添
い
に
は
工
業
用
地
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
知
龍
馬
空
港
に
も

近
く
、
高
知
市
内
へ
の
通
勤
・
通
学
に

も
適
し
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
利

便
性
と
平
成
21
年
の
陸
上
自
衛
隊
の
移

駐
も
あ
り
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
人
口
が
増
加
し
た
県
内
で
唯
一
の

ま
ち
で
す
。

　

緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
、
肥
よ
く

な
香
長
平
野
が
広
が
る
本
市
は
、
野
菜

の
促
成
栽
培
と
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん

で
、
み
か
ん
と
ニ
ラ
は
県
下
で
も
有
数

の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
海
で
は

１
年
を
通
し
て
イ
ワ
シ
や
ア
ジ
、
サ
バ

が
捕
れ
、
観
光
地
引
き
網
体
験
も
行
っ

て
い
ま
す
。

歴
史
が
息
づ
く
伝
統
と
祭
り

　

国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
評
価

の
高
い
絵
師
・
金
蔵（
通
称「
絵
金
」）の

土
佐
芝
居
絵
屏び

ょ
う
ぶ風
が
本
市
赤
岡
町
に
23

点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
屏
風
絵
は
、
芝

居
の
異
な
る
場
面
を
一
枚
の
絵
の
中
に

描
き
込
む
と
い
う
独
自
の
手
法
で
表
現

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
独
特
の
色
彩
は
、

絵
金
自
ら
が
開
発
し
た
泥
絵
の
具
に
よ

る
極
彩
色
、
中
で
も
血
し
ぶ
き
に
代
表

さ
れ
る
赤
色
の
鮮
烈
さ
は
群
を
抜
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
屏
風
絵
は
、
毎
年

７
月
に
開
催
す
る
「
須
留
田
八
幡
宮
の

宵
宮
」
と
「
絵
金
祭
り
」
の
と
き
に
だ
け

商
店
街
の
軒
先
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。
ロ

ウ
ソ
ク
の
灯
に
照
ら
さ
れ
、
あ
や
し
げ

に
浮
か
び
上
が
る
人
物
は
、
お
ど
ろ
お

ど
ろ
し
さ
を
増
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
屏
風
絵
を
地
元
の
有

志
が
土
佐
絵
金
歌
舞
伎
で
再
現
し
、
毎

年
、
絵
金
祭
り
に
合
わ
せ
て
上
演
し
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
、
絵
金
が
生
誕
２
０
０

年
を
迎
え
ま
す
。
今
で
も

奔
放
な
筆
致
と
原
色
を
ば

ら
ま
い
た
よ
う
な
鮮
烈
な

彩
色
、
激
情
を
表
出
し
た

絵
金
の
絵
は
、
赤
岡
の
町

で
開
花
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
絵
金
の
魅
力
と
屏

風
絵
を
守
り
続
け
て
い
る

ま
ち
の
文
化
を
よ
り
多
く

の
人
に
体
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
た
だ
今
、
記
念
行
事
を
計
画

中
で
す
。

　

絵
金
以
外
に
も
、
本
市
に
は
県
指
定

の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多
数
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
香
我
美
町
山
北
地

区
に
伝
わ
る「
山
北
棒
踊
り
」は
、
秋
の

神
祭
に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
行
事
で
、
親

か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
受
け
継
が
れ

て
３
０
０
年
に
な
り
ま
す
。
棒
踊
り

は
、
い
ろ
い
ろ
な
演
目
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
白
装
束
姿
の
20
人
が
掛
け
声
と

と
も
に
、
力
強
く
棒
を
打
ち
合
う
姿
は

特
に
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
歴
史
と
文

化
が
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
、
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
、
郷
土
愛
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
誇
れ
る
果
物
た
ち

　
「
山
北
ハ
ウ
ス
み
か
ん
」
の
名
称
で
広

く
知
ら
れ
る
温
室
み
か
ん
は
、
４
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
に
収
穫
し
、
そ
の
程

よ
い
甘
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
は
絶
妙

で
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
果
肉
は
コ
ク
が
あ

り
、
果
皮
は
薄
く
て
柔
ら
か
で
す
。
露

地
栽
培
の
み
か
ん
も
有
名
で
「
温
州
み

か
ん
と
い
え
ば
山
北
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
み
か
ん
の
消
費
拡
大

を
目
的
に
、
平
成
６
年
か
ら
毎
年
11
月

に
開
催
し
て
い
る
の
が
「
山
北
み
か
ん

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
す
。
み
か
ん

が
た
わ
わ
に
実
っ
た
畑
を
横
目
に
気
持

ち
良
く
走
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
県
内
外
か
ら
約

８
５
０
人
も
の
人
々
が
集
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
３
つ
の

果
実
」を
意
味
す
る「
ト
レ
・
フ
ル
ッ
タ
」

の
名
で
全
国
に
出
荷
し
て
い
る
果
実

が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
メ
ロ
ン
と
ル
ナ
・
ピ

エ
ナ
（
ス
イ
カ
）、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
で

す
。
ど
の
果
実
も
太
陽
の
光
が
果
実
全

体
に
行
き
渡
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た

特
別
な
方
法
で
栽
培
し
て
い
る
た
め
、

味
の
ム
ラ
が
少
な
く
、
糖
度
も
高
い
上

に
深
い
味
わ
い
を
持
っ
た
果
物
で
す
。

安
心
・
安
全
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
い

つ
も
お
い
し
い
果
物
が
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
栽
培
技
術
の
向
上
と
品
質
管
理

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
未
来
を 

市
民
と
と
も
に
描
く

　

近
年
、
人
々
の
価
値
観
や
生
活
様
式

の
多
様
化
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
、
地
方

分
権
な
ど
と
い
っ
た

社
会
情
勢
も
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
行
政
運
営
に
必

要
な
財
源
も
今
後
ま

す
ま
す
厳
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
将
来
を

見
据
え
た
財
政
の
健
全
化
や
社
会
環
境

の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
務
事

業
の
見
直
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
行
政
運

営
を
行
う
た
め
に
平
成
22
年
度
、
市
内

17
会
場
で「
市
政
懇
談
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
住
民
自
身
が
地
域
の

課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
み
、
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
住
民
自
治
の
組

織
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

現
在
に
お
い
て
、
住
民
、
地
域
、
行
政

な
ど
が
お
互
い
の
絆
を
強
め
て
行
く
こ

と
は
大
切
で
す
。
地
域
の
特
性
や
個
性

を
生
か
し
た
「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
香
南
市
」
を
目
指
し
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

香こ
う
な
ん南
市（
高
知
県
）

香
南
市
長
　
仙せ

ん
と
う頭
義よ

し
ひ
ろ寛

地
域
の
特
性
や
個
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

みかんが実る山道を走る参加者たち
（山北みかん健康マラソン大会）

ろうそくの明かりに浮かび上がる絵金の芝居絵屏風（絵金祭り）

◆ 

面
積　
　

１
２
６
・
51
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
４
５
４
１
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
４
４
０
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
美
し
い
水
と
緑
と
風
に
包

ま
れ
、
元
気
で
豊
か
に
光
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕南
に
は
太
平
洋
が
広
が
り
、

物
部
川
・
香
宗
川
・
夜
須
川
な
ど
豊
か
な
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
、
歴
史
と
伝
統
が
息
づ

く
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
3
月
1
日
、
赤

岡
町
、
香
我
美
町
、
野
市
町
、
夜
須
町
、
吉

川
村
に
よ
る
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
み
か
ん
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
フ

ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、ニ
ラ
、サ
ツ
マ
イ
モ
、シ
ョ

ウ
ガ
、
ら
っ
き
ょ
う
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ

〔
観
光
〕
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
、
絵
金
蔵
、
県
立

の
い
ち
動
物
公
園
、
龍
馬
歴
史
館
、
世
界
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
博
物
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
絵
金
祭
り
、
土
佐
絵
金
歌
舞

伎
、
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
、
ど
ろ
め
祭
り
、
み

な
こ
い
港
ま
つ
り
、
手
結
盆
踊
り
、
旧
正
月

凧
揚
げ
大
会

香南市長

仙頭義寛

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
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フ
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ー
ル

香南市

高知市


